
科学雑誌 「ネイチ ャー」の

120年 の栄光 と苦悩

一科学研究における誇大広告 とデータ捏造

理工学部教授 宗 像 恵
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「NATURE」 創 刊 号(1869年)表 紙 の 一 部

最 初 の 科 学 の 学術 雑 誌 現代 では、科

学のさまざまな分野で、数 多 くの学術雑誌が

刊行 されている。発表される論文、雑誌の数

は年 を追 うごとに爆発的に増加 してお り、最

近ではいささか情報洪水の きらいがないでも

ない。

ところで、近代科学の学術定期刊行物が最

初に発行されたのは、1665年であった。ロン ド
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ン王立協会の事務局長 を勤めていたオルデン

バーグが、協会の活動や会員の研究報告 を編

集 し 「哲 学会 報」(PhilosophicalTransac-

tions)と 言う月刊誌 を創刊 したのが、は じま

りである。定期刊行物の登場 により、研究成

果が大勢の人々に迅速に知 られ るようになり、

科学の効率 よい発展が促 されるようになった。

また、発見のプ ライオ リティー を認定す る場

として も、学術雑誌は重要 な役割 を果 たす よ

うになった。 このように科学は、近代におい

て産声をあげると同時に早 くも、定期刊行物

という情報伝達の形式を整 えたのである。

日本化学会が出版 している英文誌ブレティ

ン ・オブ ・ザ ・ケ ミカル ・ソサイアティ ・オ

ブ ・ジャパ ンの前身は東京帝国大学理学部化

学教室の教授だった池田菊苗(グ ルタ ミン酸

ソーダ=味 の索の発見者)の60才 の誕生 を記

念 して1926年(大 正15年)に 発行 された もので

ある。
一方、 日本物理学会の英文誌 ジャーナル ・

オブ ・ザ ・フィジカル ・ソサイアティ ・オブ ・

ジャパンは欧文論文 を印刷す る費用 を当の研

究者が出すのは無理だ とい うことで、周囲の

皆が出 し合 い、助け合 うとい'う趣 旨か ら出版

(1932年)さ れることになったという。会費 を

払 うのは仲間のだれかの論文が早 く円滑に世

界の学会に知 られるのを助けよ うという気持

か らであった。実にいい話 しであ る。 日本 も

科学研究 におけ る育成期 を過 ぎ、かつ経済的

に豊かにな り、受益者負担が原則になって き

た。現在 は論文大国といわれるまでに成長 し

た。 しか し発展途上国では世界の一流学術雑

誌に投稿す る費用が給料の10倍 ぐちいになる

とい う現実が依然 として存在 している。

科 学 雑 誌 の先 駆 け 「ネ イ チ ャー 」

昨今 はカラー写真 を満載 したヴィジュアルな

科学雑誌が書店の店頭を賑 わしてい る。一一方

において、長い歴史を重ねた科学の啓蒙雑誌

があいついで姿 を消すという寂 しい現象 も起

きて い る。科学 ジャーナ リズムのは し りと

なった の は、イ ギ リス の 科 学 雑 誌 「ネ イ

チャー一」(NATURE)で あ る6こ の雑 誌は、

1869年 に創刊 されv現 在 も世界に幅広 い読者

をもっている。1869年 頃 というのは古典物理

学の全盛期であ り、 それだけに科学 を広 く世

間に伝 えようとい う雰囲気が盛 り上がって き

たのであろう。創刊号の表紙にはイギリスの

詩人ワー ズヴースの 自然 を称 える言葉が、そ

して巻頭言には科学思想の普及につ とめた生

物学者ハ クスレーのエ ッセーが掲載 されてい

る。
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ノーベ ル賞の受賞対象 となった論文が掲載

された雑誌のほとんどが先進諸国の学協会が

発行 している学術雑誌であることはい うまで

もない。 ところが意外に商業雑誌 である 「ネ

イチャー」に ノーベル賞の受賞対象 となった

論文 が多 く掲載 されてい るのである。「ネ イ

チャー」が他の商業雑誌 と違 って、質の高さ

を誇 っているゆえんであ る。た とえば、1934年

にはジョリオとイレーネ ・キュ リーの人工放

射能の発見(1935年 ノーベル化学賞)、1932年

にはチャ ドウィックの中性子の発 見(1935年

ノーベ ル物理学賞)、1928年 にはラマンの光散

乱の研究(1930年 アジア人で最初の ノーベル

物理学賞受賞)な どがある、そして今世紀最

大 の 発 見 とい われ るワ トソ ン と ク リック

(1962年 ノーベル医学生理学賞)のDNAの

二重 ちせ んの研究論文が 「ネイチャー」の編

集部へ送付 されたのが1953年4月20日 であっ

た。

まさに、輝か しい歴史を誇っていると言え

る。

誇 大 広 告 と実験 デ ー タの 捏 造 最近、

科学者 自身が 「ネイチャー」の高い評価 を悪

用する事件がい くつか起 っている。何事 にお

いて も誇大広告には十分気 をつけねばならな

いが、 これは科学研究にもあてはまる。 自分

の研究成果 を世間にアピール したいあまり、

客観性 を逸脱 したオーバーな表現 をとる場合

がそれである。一例 を紹介 しよう。

ある種の発がん遺伝子に関する同一の研究

成果が、1983年、イギ リスとア メリカの二つの

グループに よって独立にほぼ同時に発見され

た。 イ ギ リス の グ ループ の 論 文 は 「ネ イ

チャー」1983年7月7日 号 に、アメ リカの グ

ループの論文は米国科学雑誌 「サ イエ ンス」

同7月15日 号に、それぞれ掲載 された。この直

前、アメ リカのグループが自分達 と同 じ研究

を行 なったことを知 ったイギリスの科学者は、

功 を焦るあまり、マスコ ミを通 じて発見につ

いての誇大広告 をぶち上げて しまった。 この

研究により、がんが一年以内にも撲滅できる

かのような誇張 した表現 をとったのである。

彼 らの論文 を発表 した 「ネイチャー」はその

翌週号で、このような科学者の行 き過 ぎた行

為 に対 し、非難の論評 を載せ てい る。「ネイ

チャー」の言 を借 りるまでもな く、研究者 も

モラル を失 ってはお しまいである。

次に科学の歴史に汚点 を残 した例 を紹介 し

よう。 ドイツのマ ックス ・プランク生化学研

究所 のハ ンブ レヒ ト教授 の も とで実験 を行

なっていた若い科学者ガ リスは、サ イクリッ

クGMPに 関す る研究論文 を 「ネ イチャー」

(1975年)に 発表 した。この論文は学界で高い

評価 を受けた。 これに引 き続いてガ リスはこ

の分野 で画期的な成功 を収め、立て続けに数

編の論文 を雑誌に発表 し、一躍、生化学界の

スター ダムに伸 し上がった。 ところがその一

年半後の1977年2月 にガ リスの指導教授ハ ン

ブレヒ トから、彼の実験データはすべて捏造

であ り、発表 した論文 を全面的に取 り下げ る

とい う手紙が 「ネイチャー」に届けられた。

その手紙 と並んで、ガ リス本 人か らの論文撤

回の手紙 も掲載 された。科学 とは、その謎 を

解 き明かそうと人間が 自然に挑む果敢 な攻撃

である。 その真摯な努力に対 し、時には神は

微笑み をもってほんの少 し自然のべ一ルを上

げて くれる。べ一ルのす き間か ら垣間見た も

のが科学の成果 として蓄積 されてい く。実験

デー タの捏造は、 自然に対す る冒漬行為 であ

り唾棄すべ き神へ の背信であるといわねばな

ちない。

日本 通 産 省 「ネ イ チ ャー 」に広 告 最

近、経済大国 日本 を象徴す るよ うな現象がお

きた。通産省工業技術院は脳科学 と分子生物

学の国際共同研究チームを対 象に研究費を助

成す ることを決め、なん と 「ネイチャー」に

募集広告 を掲載 したのであ る。国際研究協力

による生体機能解 明をめ ざして政府がサ ミッ

トで提唱 した 「ヒューマ ン ・フロンティア ・

サイエ ンス・プログラム(HFSP)」 の事実上の

第一一弾で、科学者に知名度の低 いHFSPを 宣

伝す る狙 いもある。「ネイチャー」1988年7月
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28日 号に半ペー ジ大で掲載 された募集広告は

見出 しが 「脳科学 と分子生物学における国際

協力に対す る新 しい研究助成」。脳の高次機

能の基礎研究の強化 と国際協 力の推進を目的

とした国際共同研究 チームを助成す る。チー

ムの メンバーはサ ミット参加国 とヨーロッパ

諸国に限 ちれ、 日本の研究者が含 まれてい る

ことが条件。審査の結果5駈チごムを選 び、そ

れぞれ最高3千 万円(1988年 度)の 研究費を助

成するという。HFSPは ①独創性 のある研究

に対す る助成②国際交流を通 じた若手研究者

の育成③最新 の研 究情報や意見 を交換す る

ワー クショップの開催 を柱 としている。広告

を掲載 した工業技術院企画課によると、広 く

世界の科学者に知 らせ る有効 な手段」 として

異例 の広告掲載に踏み切 った とい う。

輝か しい歴史 と栄光につつまれた科学雑誌

「ネイチャー」 も時代の影響 をもろに受けて

いることを思い知 らされ,る。

二 重 投 稿 事 件 日本 化学会 の学術 雑 誌

[日本化学会誌(日 化 誌)]の 編集委貝会が、

1988年4月 発行の特集号に掲載 した旧帝国大

学の教授の論文 を、英文雑誌に掲載ずみの論

文 と著 しく似 た 「二重投稿」だ として全文削

除 を決めたこ とが、 このほ ど明 らかになった。

日本の研究者は外国の研究者に比べて、論文

の引用や雑誌の著作権などについての考え方

がルーズだ といわれ、研究者のモラルや論文

投稿のあ り方を考 え直す時期に きているよう

だ。二重投稿が問題になった論文は微生物 の

光合成 を扱ったもので 「日化誌」4月 号の論

文特集の中の一つ として編集委員会が投稿 を

勧めた。1987年8月 、当時、この大学の付属研

究所の助教授 として米国の大学に留学 してい

た本人かち、米国の研 究者 との共同論文 とし

て届いた。審査の結果、特集の企画に もぴっ

た りで、論文 としての完成度 も高かったので、

採用 した とい う。 ところが、発行後の7月 に

なって、本人か ら 「二重投稿なので全文削除

したい」 との申しいれがあった。編集委員会

で調べ た ところ、この論文は昨年、米国化学
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1988年7月28日 号 に掲載 された

通産省工業技術院の広告

会の雑誌 「バ イオケ ミス トリー」に掲載され

た論文 と、図や表 なども含め、 ほとんど同 じ

であることがわか った。 どの分野で も二重投

稿は厳 しく禁 じられている。 日化誌は 「印刷

物 として未発表のものに限る」 と定めている。

「ネイチ ャー」は 「未発表であることは大前

提」として、「最新 のものであること」という

ことを条件 にしている。東京大学理学部のあ

る教授は 「日本語の雑誌は外国人が読めない

ため、国際的にはほ とん ど通用 しない。この

ため、 日本人研究者はまず外国の英文雑誌に

発表す ることを目指 し、そのあ とで 日本の雑

誌かち投稿 を依頼 され ると、すでに外国の雑

誌に掲載 された論文の残 りカスで論文 を書 き、

お茶 をに ごすこ とが多いのではないか」 と指

摘 してい る。
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